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1 8 8 7年 5月 1 0日 ( 火 )　
　

一
八
八
七
年
五
月
十
日
（
火
）

〔
僧マ

ト院
の
兄
弟
た
ち
の
修
行
〕

　

翌
日
、
火
曜
日
。
五
月
十
日
。
大マ

ー
実
母
の
祝
日
で
大
そ
う
め
で
た
い
日
で
あ
る
。
ナ
レ
ン
ド
ラ
は
じ
め
僧マ

ト院
の
兄
弟

た
ち
は
今
日
、
特
別
の
方
式
で
大マ

ー
実
母
を
ご
供
養
す
る
。
タ
ク
ー
ル
の
部
屋
の
前
に
三
角
の
図ヤ
ン
ト
ラ形
を
準
備
し
て
護ホ
ー
マ摩
を

焚
く
。そ
の
あ
と
で
お
供
物
を
捧
げ
る
の
だ
。護ホ
ー
マ摩
も
供
儀
も
タ
ン
ト
ラ
式
の
方
法
で
あ
る
。ナ
レ
ン
ド
ラ
が
ギ
ー
タ
ー

読
誦
を
し
て
い
る
。

　

モ
ニ
は
ガ
ン
ガ
ー
沐
浴
に
行
っ
た
。
ラ
ビ
ン
ド
ラ
は
一
人
で
屋
上
を
歩
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
ナ
レ
ン
ド
ラ
の
読
誦

す
る
讃ス
タ
ヴ詞（

シ
ャ
ン
カ
ラ
の
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
六シ
ャ
ッ
ト
カ
ム

連
詩
）
を
聞
い
て
い
る
。

　

一
、
オ
ー
ム　

わ
れ
心マ
ナ
スに

非あ
ら

ず
、
知ブ
ッ
デ
ィ性

に
非
ず

　
　
　

個ア
ハ
ン
カ
ー
ラ我

、
精チ
ッ
タ神

に
非
ず

　
　
　

ま
た
、
眼
、
耳
、
鼻
、
舌
に
非
ず

　
　
　

地
、
水
、
火
、
風
、
空
に
非
ず

　
　
　

わ
れ
は
歓
喜
そ
の
も
の
な
る
至チ

ダ
ー
ナ
ン
ダ

上
意
識

　
　
　

わ
れ
は
シ
ヴ
ァ（
絶
対
者
）な
り
、
わ
れ
は
シ
ヴ
ァ
な
り
！
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二
、
わ
れ
は
生プ
ラ
ー
ナ気

に
非
ず
、
五
パ
ン
チ
ャ
・
ヴ
ァ
ー
ユ

風
に
非
ず

　
　
　

七
サ
プ
タ
・
ダ
ー
ト
リ

要
素
に
非
ず
、
五
パ
ン
チ
ャ
・
コ
ー
シ
ャ

蔵
に
非
ず

　
　
　

舌
、
手
、
足
に
非
ず
、
性
器
、
排
泄
器
に
非
ず

　
　
　

わ
れ
は
歓
喜
そ
の
も
の
な
る
至チ

ダ
ー
ナ
ン
ダ

上
意
識

　
　
　

わ
れ
は
シ
ヴ
ァ
な
り
、
わ
れ
は
シ
ヴ
ァ
な
り
！

　

三
、
わ
れ
に
嫌
厭
な
く
、
愛
好
な
く

　
　
　

酔
迷
な
く
、
羨
嫉
な
し

　
　
　

法ダ
ル
マな

く
、
美
醜
な
く
、
欲
縛
な
く
、
解
脱
な
し

　
　
　

わ
れ
は
歓
喜
そ
の
も
の
な
る
至チ

ダ
ー
ナ
ン
ダ

上
意
識

　
　
　

わ
れ
は
シ
ヴ
ァ
な
り
、
わ
れ
は
シ
ヴ
ァ
な
り
！

　

こ
ん
ど
は
ラ
ビ
ン
ド
ラ
が
ガ
ン
ガ
ー
沐
浴
に
行
き
、
ど
っ
ぷ
り
と
濡
れ
た
腰カ

ポ
ル衣
を
ま
と
っ
て
戻
っ
て
き
た
。

　

ナ
レ
ン
ド
ラ
「（
モ
ニ
に
向
か
っ
て
そ
っ
と
）
今
ち
ょ
う
ど
沐
浴
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
こ
の
機
会
に
出
家
さ

せ
て
し
ま
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
」（
二
人
で
笑
う
）

　

プ
ラ
サ
ン
ナ
が
ラ
ビ
ン
ド
ラ
に
濡
れ
た
腰
衣
を
脱
ぐ
よ
う
に
言
い
、
彼
に
一
枚
の
赫あ

か
つ
ち土

色
の
衣（
僧
衣
）
を
も
っ
て
き

一
八
八
六
年
四
月
二
十
二
日
に
全
訳
あ
り
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て
与
え
た
。

　

ナ
レ
ン
ド
ラ
「（
モ
ニ
に
）
こ
ん
ど
は
、
世
捨
て
人
の
衣
を
着
な
く
て
は
い
け
な
く
な
っ
た
ぞ
」

　

モ
ニ
「
は
っ
は
っ
は
っ
は
、
何
を
捨
て
る
ん
で
す
？
」

　

ナ
レ
ン
ド
ラ
「
色
情
と
金か

ね銭
を
捨
て
る
ん
で
す
」

　

ラ
ビ
ン
ド
ラ
は
僧
衣
を
ま
と
っ
て
か
ら
、
カ
ー
リ
ー
苦
行
室
へ
行
っ
て
独
り
で
坐
っ
た
。
瞑
想
を
す
る
つ
も
り
な
の

だ
ろ
う
。


